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当委員会は、令和４(2022)年度から委員会が所管する重要事項の調査・研究を進めて

まいりました。

このほど、「歴史とプロスポーツの融合による宇都宮の魅力発信」について調査・研

究が終了しましたので、その活動経過と結果についてご報告します。
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Ⅰ 委員会の活動経過

１ 第１回委員会（令和５(2023)年３月８日）

  ⑴ 内 容

   ア 前期地域活性化委員会活動報告について

   イ 地域活性化委員会の研究テーマについて

   ➡ どのような調査・研究テーマが良いか意見交換を行った。また、欠席した委

員からも意見聴取し、今期のテーマを検討することとなった。

  ⑵ 出席者 ６人

２ 第２回委員会（令和５(2023)年９月６日）

  ⑴ 報告事項

   ア 第１回委員会の振り返り   

  ⑵ 協議事項

   ア 地域活性化委員会の調査・研究事項について

   イ 令和５年度地域活性化委員会活動計画（案）について

  ウ 意見交換

  ⑵ 出席者 １０人

３ 第３回委員会（令和５(2023)１１月８日）

  ⑴ 内 容

   ア 講 話  テーマ 宇都宮城下の町とその変遷について

   イ 講話者  宇都宮市文化財保護審議委員会

           委員長 大嶽 浩良 氏

   ➡ 委員会活動として、地域資源としての宇都宮の歴史について調査・研究を進

めることとなったため、宇都宮とはどのようなまちかを再認識するために宇

都宮文化財保護審議委員会の大嶽委員長に講話をお願いした。その後、質疑応

答を行い知識を深めた。

  ⑵ 出席者 ８人

４ 第４回委員会（令和６(2024)年２月２７日）

  ⑴ 内 容

  ア 講 話  テーマ 宇都宮市 歴史文化基本構想について

   イ 講話者  宇都宮市教育委員会事務局 文化財担当

           副参事 今平 利幸 氏
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   ➡ 宇都宮市が、市の歴史についてどのような方針をもって施策を実施してい

るかを調査研究するため、宇都宮市教育委員会事務局 文化財担当の今平副

参事に講話をお願いした。その後、質疑応答を行い、市の施策に対する理解を

深めた。

  ⑵ 出席者 １１人

５ 第５回委員会（令和６(2024)年６月５日）

  ⑴ 内 容

   ア 講 話  テーマ 宮に根付いた祈りの形－山車・屋台・天棚－について

   イ 講話者  宇都宮市伝統文化連絡協議会

           会長 小川 聖 氏

   ウ 見 学  宇都宮城址公園（山車見学）

   ➡ 宇都宮の山車・屋台・天棚について調査研究するため、宇都宮市伝統文化連

絡協議会 小川会長に講話をお願いした。その後、実際に宇都宮城址公園内の

まちづくり情報館を見学した。展示されている桃太郎山車と火炎太鼓は

    とても立派なものであった。

  ⑵ 出席者 １１人

６ 第６回委員会（令和７(2025)年７月１５日）

⑴ 内 容

   ア 地域活性化委員会の活動報告書（素案）について

   イ 委員会の今後の進め方について

   ウ 意見交換

   ➡ 今期の地域活性化委員会活動について取りまとめた、活動報告書（素案）に

ついて事務局から説明を行った。続いて、その内容について、委員から意見を

聴取したところ、活発な意見交換が行われた。

   出席者 １１人

７ 第７回委員会（令和７(2025)年１０月２日）

⑴ 内 容

ア 地域活性化委員会の活動報告書とりまとめについて

➡ 第６回委員会にてお示しした、活動報告書（素案）について、委員からの意見

を基に修正を行った活動報告書（案）を取りまとめ、事務局から説明を行

った。続いて、その内容について意見交換を行った。

⑵ 出席者 １２人
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Ⅱ 地域活性化委員会におけるこれまでの意見等

１ 宇都宮の地域資源の情報発信について

⑴ 歴史・スポーツなどの地域資源はあるがＰＲが図れていない。

⑵ 宇都宮には、歴史的な名所が多くあるはずだが、そうした魅力を発信して人

が集まる仕掛けが必要である。

⑶ 市外からの来訪者に、いかに宇都宮の魅力を伝えられるかが大切。

⑷ 宇都宮市には街の各所に歴史について書かれている説明看板があるが、周知

の場が足りない。

⑸ 鎌倉などでは、ご当地ツアーなどを開催し、二次元コードやＡＲなどを駆使

し回遊できる仕組みができていた。

２ 後世への歴史の伝承について

⑴ 若いうちから地域の歴史について簡単に学べる資料があれば、地域のことを

誇りをもって説明できる人が生まれるのではないか。

⑵ 自分たちの知らない歴史があり、次世代に繋げていかなければならないこと

から、歴史を重んじて知っていく必要がある。

⑶ 新入社員が着任すると、宇都宮二荒山神社が街の中心である話や、来らっせ

で餃子を食べさせたりして、宇都宮の歴史を学んでもらうようにしている。

３ プロスポーツチームとの連携による地域活性化について

⑴ 国土交通省の方では予算を確保し、スポーツツーリズムに力を入れている。

宇都宮では自転車競技の「宇都宮ブリッツェン」等が活躍しているが、メディ

アへのＰＲが足りないと思う。ジャパンカップの観戦型は通年開催されている

が、参加型のレースを誘致できれば、県外の参加者がＰＲして広めてくれるの

で、より宣伝効果がアップする。

⑵ 歴史・スポーツなど資源はあるがＰＲできていない。若者や県外の人の意見

を聞き、ＰＲに対して時間とお金をかけても良いのではないか。

⑶ 宇都宮二荒山神社の鳥居の所が３×３の会場になっていることに驚きと感

動を覚えた。
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Ⅲ まとめ －提案・要望―

  当委員会は、令和４(2022)年度から「歴史等の地域資源を外部にどう発信するか」

という調査・研究テーマのもと、委員会を７回開催した。

第３回委員会では、宇都宮が日光社参の宿館であったことから、まちの中心として

栄えてきたことがわかった。第４回委員会では、宇都宮市が掲げる「歴史文化基本構

想」について学び、宇都宮市には、宇都宮城を中心に発展してきた歴史、この地と関

わりのあった偉人たち、今日まで語り継がれている伝説、そして現存する文化財や伝

統行事など、数多くの貴重な誇るべき歴史的資源が存在している。

しかし、これらの魅力的な資源を外部に向けて積極的に公開・発信する取り組みが

十分とは言えず、その活用が課題となっている。

多くの歴史文化資源は保存と活用による好循環を理想とし、それにより地域の魅

力の増進や活性化に繋がるとされている。地域資源は歴史のみに留まらず、年々人気

が高まるスポーツもその１つである。宇都宮にはプロスポーツ３団体の拠点がある。

好事例としては、バスケットボール３×３を宇都宮のシンボルである宇都宮二荒

山神社鳥居前で開催しているところである。歴史とスポーツの融合により、宇都宮

の魅力を広く国内外に発信している。

このような経緯を踏まえ、以下の提案・要望について、商工会議所が行政や関係機

関と連携を密にしながら、「歴史とプロスポーツの融合による宇都宮の魅力発信」の

実現に向けて取り組んでいただきたい。

１ 宇都宮市の歴史文化の特性を活かしたＰＲ

宇都宮は、宇都宮明神（宇都宮二荒山神社）と宇都宮城を軸として発展してき

たまちである。戊辰戦争および太平洋戦争により、市街地の多くが焼失したが、

その後復活を遂げてきた。このような特性を生かし、その軸に関わる歴史や文化

財等の整備と、内外への情報発信を強化していただきたい。

２ 後世への歴史の伝承について

若者世代を対象に、地域の歴史や文化に触れる機会を創出するとともに、宇都

宮城址公園にある既存の展示物等を活用しながら、宇都宮の成り立ちや、歴史的

人物、文化財を分かりやすく掲載したマップ等を新たに作成し、より身近な場所

で歴史に触れる機会を創出し、広く市民や来訪者に周知を図るには、ＩＣＴの効

果的な活用も併せて検討していただきたい。

３ プロスポーツチームとの連携によるＰＲ強化
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宇都宮を拠点とする３つのプロスポーツチーム（栃木ＳＣ、宇都宮ブレックス、

宇都宮ブリッツェン）の活躍は、宇都宮ブランドとして大きな資源である。各ス

ポーツチームの集客力と全国への情報発信力は、宇都宮のＰＲに欠かせない存在

であり、宇都宮の魅力発信のためさらに宇都宮市や観光関係機関との連携を密に

していただきたい。


